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Research Abstract

褥創発⽣を予測し、最も減圧効果があると⽰唆されたセル型圧切替式エア-マットレス使⽤しても褥創が発⽣する。その予防には減圧されながらも低下する個々の
組織耐久性の変化をとらえて褥創発⽣を予測する必要があると考えた。今回、エア-マットレスで減圧しても褥創発⽣に⾄った集中治療室⼊室患者を対象に事例検
討を⾏い、どのような要因が変化し、また各要因がどのように出現して発⽣に⾄ったかを明らかにし、発⽣を予測する⽅法を検討した。対象は⾦沢⼤学医学部附属
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病院集中治療室に1992年8⽉〜1994年12⽉に⼊室し、⽇本語版ブレ-デンスケール14点以下の褥創発⽣危険者でセル型圧切替式エア-マットレスを導⼊したにもか
かわらず発⽣に⾄った患者5名であった。⽅法は、レトロスペクティブな事例検討を⾏った。褥創発⽣要因はブレ-デンらの褥創発⽣要因の概念を基に組織耐久性の
側⾯から抽出した。その結果、1.組織耐久性の中で変化する要因として、38℃以上の発熱、10g/dl以下の低ヘモグロビン、100mmHg以下の収縮期⾎圧の低下、
酸素投与下での100mmHg以下の低酸素分圧、⼿術または呼吸・循環停⽌などの全⾝への侵襲、下熱に伴う全⾝の発汗であった。2.発⽣要因の現れ⽅は、全⾝への
侵襲後に発熱、低ヘモグロビン、収縮期⾎圧の低下、低酸素分圧が3〜5⽇以内に重なり褥創発⽣に⾄った。これらの要因は、組織における酸素の受容と供給バラン
スにかかわり、褥創好発部の組織に虚⾎をもたらすと考える。以上より、褥創発⽣予測には、発⽣リスクの査定と引き⾦となる要因を加えたものが重要であること
が⽰唆された。今後は対象数を増やし、プロスペクティブな検討を⾏い褥創発⽣予測スケールの開発を⾏いたい。
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